
北朝鮮の核実験に抗議する緊急決議 

 

北朝鮮は５月２５日、国連安保理決議や６か国協議による共同声明、さらに

は日朝平壌共同宣言に反し、２回目の核実験を強行した。 

今回の核実験は、日本やアジア地域のみならず世界の平和を脅かし、核不拡

散に対する重大な挑発行為である。 

世界は今、アメリカ、ロシアを軸に核軍縮に向けた動きが進められようとし

ている。 

このような状況の下で行われた北朝鮮の核実験は、国際的な核不拡散体制に

対する重大な挑戦であり、唯一の被爆国であるわが国としては、決して容認で

きるものではない。 

核兵器の廃絶を強く訴え、「核兵器廃絶都市宣言」を表明している本市は、こ

うした核実験の実施を断じて許すことはできない。 

今回の核実験に対し、強く抗議するとともに、平和を願う国際社会と強調し、

北朝鮮に対して直ちに核兵器の開発中止と核の放棄を強く求める。 

 

以上のとおり決議する。 
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